
暮らしのお手伝い、あなたの安心をサポートします
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　七戸町社会福祉協議会では、１０月１５日（土）に『なないろフェスタ～社協感謝祭～』を開催しました。
　今年度は「福祉（ふくし）」をテーマに作品を募集し、集まった９６作品を展示しました。当日は、
ヨーヨー釣りなどのミニゲームやフランクフルト等の販売、福祉○×クイズなどを行い、７０名の来場
者に楽しんでいただきました。

また、青森県立七戸高等学校の生徒や七戸町赤十字奉仕団など、２５名のボランティアの皆様にご協
力いただきました。
　当日のお写真を本会の公式ウェブサイト・Facebook に掲載しておりますので是非ご覧ください。
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新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業
推
進
に
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
に
追
わ
れ
る
一
年
で
し
た
が
、
様
々

な
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
地
域
福
祉
活
動
を

推
進
し
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
、
協
力
の

輪
の
広
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
各

種
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
進
む
中
、
核
家
族
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、
福
祉
ニ
ー
ズ
も
複
雑
多
様
化
し
て
お
り

ま
す
。
本
会
で
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め

に
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
地
域
福
祉
の
向
上

と
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
幸
せ
あ
ふ
れ
る
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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２
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中
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史
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【
社
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団
体
等
の
役
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山
本
順
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【
社
会
福
祉
事
業
協
助
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青
岩
寺

令
和
４
年
度
青
森
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
令
和
４
年
11
月
２
日

　
【
10
年
以
上
奉
仕
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鳥
谷
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裕

第
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上
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社
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大
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４
年
10
月
５
日

　
■
表
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の
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民
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山
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和
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仁
和
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ヱ
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塚
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代
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作
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鳥
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福
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助
者
】　
向
中
野
暢
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第
15
回
七
戸
町
社
会
福
祉
大
会

　
令
和
４
年
10
月
28
日

　
■
表
彰
の
部
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民
生
児
童
委
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】

　
　
　
鳥
谷
部
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男

　
　
　
山
本　
和
子

　
　
　
仁
和
タ
ヱ
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京
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尾　
福
子

　
　
　
作
田　
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塚
尾
美
代
子

　
【
民
間
社
会

　
　
　
福
祉
施
設
職
員
】

　
　
　
赤
沼　
妙
子

　
　
　
新
堂
喜
代
子　

　
　
　
天
間
由
美
子

　
　
　
宮
沢　
純
子

　
　
　
山
口　
ミ
ヤ

　
【
社
会
福
祉
団
体
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員
等
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勝
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工
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敦
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子

　福祉への関心を高めるため、七戸町民を対象として、「福祉（ふくし）」をテーマに標語
を募集したところ、多数の応募があり、審査の結果、次のとおり入賞作品を決定しました。
入賞作品は、本会広報誌やその他各種事業等において活用します。

福 祉 標 語
コンクール

　【
一
般
の
部
】　
応
募
数

266
作
品

最
優
秀
賞
親
切
は　
笑
顔
咲
か
せ
る　
第一歩

三み　
上か
み　
真ま
妃ひ
琉る
／
七
戸
高
１
年

優
秀
賞
つ
な
げ
よ
う　
み
ん
な
の
笑
顔　
未
来
ま
で

佐さ　
藤と
う　
佑ゆ
美み
奈な
／
七
戸
高
１
年

あ
い
さ
つ
は　
幸
せ
運
ぶ　
お
ま
じ
な
い

小お

笠が
さ

原わ
ら　

星せ　
蓮れ
ん

／
七
戸
高
２
年

佳　

作
あ
い
さ
つ
で　
み
ん
な
に
広
が
る　
笑
顔
の
輪

鳥と
り

谷や
部べ　
瑞み
ず　

稀き
／
七
戸
高
２
年

あ
り
が
と
う　
あ
な
た
に
し
あ
わ
せ　
お
す
そ
わ
け

菅す
が　

原わ
ら　

優ゆ　
夢め
／
七
戸
高
２
年

い
つ
ま
で
も　
つ
な
い
で
い
こ
う　
笑
顔
の
輪

附つ
く　
田だ　
怜れ　
那な
／
七
戸
高
３
年

　【
中
学
生
の
部
】　
応
募
数

301
作
品

最
優
秀
賞
「
あ
り
が
と
う
」　
魔
法
の
言
葉　
笑
顔
咲
く

福ふ
く　
田だ　
紗さ　
蘭ら
／
天
間
林
中
２
年

優
秀
賞
あ
い
さ
つ
は　
笑
顔
の
始
ま
り　
わ
た
し
か
ら

柴し
ば　

田た　
紗さ　
希き
／
七
戸
中
１
年

や
さ
し
さ
で　
心
の
花
を　
満
開
に

山や
ま　

谷や　
侑ゆ
う　

凛り
／
七
戸
中
１
年

佳　

作
あ
ふ
れ
て
る　
日
々
の
笑
顔
を　
大
切
に

谷た
に　
村む
ら　
理り　
知い
ち

／
七
戸
中
３
年

咲
か
せ
よ
う　
笑
顔
の
花
で　
満
開
に

浦う
ら　
田た　
咲え　
瑠み
る

／
七
戸
中
３
年

少
し
ず
つ　
小
さ
な
幸
せ　
育
く
も
う

十と
枝し
内な
い　
す
み
れ
／
天
間
林
中
３
年

　【
小
学
生
の
部
】　
応
募
数
９９
作
品

最
優
秀
賞
つ
な
げ
た
い　
笑
顔
の
バ
ト
ン　
あ
な
た
に
も

松ま
つ　
山や
ま　
あ
ず
な
／
天
間
林
小
６
年

優
秀
賞
お
い
し
い
ね　
み
ん
な
い
っ
し
ょ
の　
よ
る
ご
は
ん

小お　
原ば
ら　

璃り　
子こ
／
七
戸
小
２
年

あ
い
さ
つ
は　
え
が
お
を
は
こ
ぶ　
第一歩

盛も
り　

田た　
衣い
い々

寧な
／
七
戸
小
６
年

佳　

作
え
が
お
か
ら　
す
べ
て
は
じ
ま
る　
よ
ー
い
ド
ン
！

町ま
ち　
屋や　
陽ひ　
彩い
ろ

／
七
戸
小
１
年

お
も
い
や
り　
き
っ
と
つ
な
が
る　
し
あ
わ
せ
に

森も
り　
野の　
夢め　
彩い
／
七
戸
小
１
年

た
す
け
あ
い　
え
が
お
の
花
を　
さ
か
せ
よ
う

清し

水み
ず

目め　
昇し
ょ
う　

栄え
い

／
天
間
林
小
５
年

【
審
査
委
員
】　
川　
村　
リ
チ
ヱ
［
副
会
長
］

　
　
　
　
　
　
江　
渡　
慶　
子
［
監　
　
事
］

　
　
　
　
　
　
竹　
内　
勝　
彦
［
評
議
員
］

　
　
　
　
　
　
町　
屋　
と
も
子
［
事
務
局
長
］

〈敬称略〉

　
社
会
福
祉
法
人
七
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
会　
長　
濵　
中　
幾
治
郎

第 15 回七戸町社会福祉協議会 会長表彰の様子第 15 回七戸町社会福祉協議会 会長表彰の様子



(3)第41号 令和５年１月１日

  

表
彰
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

第
71
回
青
森
県
社
会
福
祉
大
会

　
令
和
４
年
11
月
２
日

　
■
表
彰
の
部

　
【
民
間
福
祉
施
設
の
従
事
者
】

　
　
　
盛
田　
薫
・
松
村
郁
子
・
作
田　
隆
子

　
　
　
田
中
洋
子
・
高
橋
史
明
・
手
代
森
真
純

　
　
　
山
谷
明
子

　
【
社
会
福
祉
団
体
等
の
役
員
】　
山
本
順
治

　
【
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
】　
　
　
青
岩
寺

令
和
４
年
度
青
森
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
令
和
４
年
11
月
２
日

　
【
10
年
以
上
奉
仕
功
労
】　
　
　
鳥
谷
部
裕

第
72
回
上
北
郡
社
会
福
祉
大
会

　
令
和
４
年
10
月
５
日

　
■
表
彰
の
部

　
【
民
生
委
員
児
童
委
員
】

　
　
　
山
本
和
子
・
氣
田
京
子
・
仁
和
タ
ヱ
子

　
　
　
塚
尾
美
代
子
・
作
田
誠
・
鳥
谷
部
武
男

　
【
社
会
福
祉
団
体
役
員
】　
　
盛
田
惠
津
子

　
【
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】　
佐
々
木
信
幸

　
【
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
】　
向
中
野
暢
子

第
15
回
七
戸
町
社
会
福
祉
大
会

　
令
和
４
年
10
月
28
日

　
■
表
彰
の
部

　
【
民
生
児
童
委
員
】

　
　
　
鳥
谷
部
武
男

　
　
　
山
本　
和
子

　
　
　
仁
和
タ
ヱ
子

　
　
　
氣
田　
京
子

　
　
　
塚
尾　
福
子

　
　
　
作
田　
　
誠

　
　
　
塚
尾
美
代
子

　
【
民
間
社
会

　
　
　
福
祉
施
設
職
員
】

　
　
　
赤
沼　
妙
子

　
　
　
新
堂
喜
代
子　

　
　
　
天
間
由
美
子

　
　
　
宮
沢　
純
子

　
　
　
山
口　
ミ
ヤ

　
【
社
会
福
祉
団
体

　
　
　
　
　
　
役
員
等
】

　
　
　
奥
村　
勝
行

　
　
　
工
藤　
敦
子

　
　
　
矢
﨑　
妙
子

　
　
　
田
中
ゆ
き
子

活動報告2

活動報告１

赤ちゃん誕生お祝い事業「ウェルカムベビーギフト」赤ちゃん誕生お祝い事業「ウェルカムベビーギフト」

～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるように～

七戸小学校４年生が高齢者疑似体験をしました !七戸小学校４年生が高齢者疑似体験をしました !

　新型コロナウイルス感染拡大防止等の影響により、帰省が困難になっている方と七戸町在住の方が、ビデオ通話にて
お顔を見てお話しする機会を提供します。
　【対 象 者】　自宅にタブレット端末などの機器がない七戸町在住の方で、

通話先の方が無料通信アプリ「ＬＩＮＥ」またはビデオ会議システム
「Ｚｏｏｍ」を利用できることが条件となります。
年齢は問わず、無料でご利用いただけます。

　【利用時間】　９：００～１６：００　
※土日祝日と年末年始を除く（１回あたり 30 分以内 )
ビデオ通話の時間が合わない場合は、ビデオレターという形で映像を
お届けすることもできます。
ご希望の方は本会までご連絡をお願いします。　　　 【担当／高西】

　緊急通報装置「福祉安心電話」を設置し、ご利用世帯の近隣にお住いのボランティアや関係機関のご協力を得な
がら、急病や火災等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図り、また、日常的な見守り・支援のネットワークを構築す
るサービスです。
■対象世帯　・一人暮らし高齢者世帯　　　　　 ・高齢者夫婦世帯
　　　　　　・寝たきりの高齢者がいる世帯　　 ・障害者がいる世帯
■利 用 料　　月額 330 ～ 1,000 円 ※生活保護世帯は無料（所得により異なります）
■近隣にお住いの「協力員」　3 ～ 5 名が必要となります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当／原子】

✿ほのぼの除雪活動について
　本会では、ほのぼのネットワーク活動を実施
している地域において、要援護者世帯に対する
除雪活動を実施する場合に活動費を助成してい
ます。 【担当／原子】

　本会では七戸町民の出生をお祝いするとともに、
地域の子どもの健やかな成長を願い、親子のコミ
ュニケーションを促すおもちゃの支給を行ってお
ります。
　対象となる方は、公式ウェブサイトまたは
Facebook をご確認の上、本会まで是非お越しく
ださい。
　申請時に撮影したお子様の素敵なお写真をご紹
介します !! 【担当：高西】

　12 月 8 日（木）、七戸小学校（藤丸 恵次校長）の 4 年生 38 名が高齢者疑似体験・車
いす体験を通じ、高齢者福祉を学びました。
　高齢者疑似体験では、75 歳から 80 歳身体の状態を体験できるセットを身に付け、指
の感覚が鈍った状態での名前の記入、目の見え方の変化、手足の関節の動かしづらさ等を
体験しました。また、車いす体験では、車いすに乗った状態での段差の昇降を体験しました。
　体験した児童は、「体験を通して高齢者の気持ちが分かったので、今までよりおじいち
ゃんやおばあちゃんの役に立てるようにしたい。」、「困っている人がいないか、普段から
意識して過ごしたい。」と感想を述べていました。 【担当：高西】

竹林　蘭
らん

 ちゃん 古屋敷　蓮
れ

緒
お

 くん 與座　文
ふみ

人
と

 くん

事業
案内

対　象
　町内会・分館において要援護者の見守り体制を整
備し、要援護者世帯の除雪活動を実施した場合に活
動費を助成します。

助成額
【算定基準】　基礎額　　
　   年額１５，０００円　＋　延協力者数×５００円
　   　　　　　　　　　　　　※最大４５，０００円

オンライン帰省応援事業のご案内

福祉安心電話サービスのご案内

ほのぼのネットワーク活動のご案内
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社会福祉協議会会費・赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました

令和 4 年度  社会福祉協議会会費・赤い羽根共同募金　実績報告①

～ 地 域 福 祉 活 動 に 活 用 さ せ て い た だ き ま す ～
　各町内会・常会の皆様のご協力によりまして、７月に社協会員毎戸加入運動、10 月に赤い羽根共同募金運動を
実施しました。
　今年度も皆様のご厚意により、たくさんのご協力をいただき、ありがとうございました。皆様にご協力いただ
きました社協会費・共同募金は、福祉活動推進のため、活用しています。

※実績は、令和４年 12 月 15 日現在のものです

●一般会費…町内会・常会を通してご加入いただいている会費です。

●毎戸募金…町内会・常会の各世帯を対象とした募金です。

《赤い羽根共同募金》
区　　分 募金件数 募　金　額
合　　計 4,061 件 2,645,841 円

内　
　
　
訳

毎 戸 募 金 3,735 件 2,128,800 円
法 人 募 金 46 件 243,669 円
職 域 募 金 23 件 119,578 円
ピンバッジ募金 249 件 139,522 円
募 金 箱 等 8 件 14,572 円

《社会福祉協議会会費》

区　　分 納入件数 納 入 額

合　　計 3,848 件 3,844,000 円

内　
訳

一般会員 3,835 件 3,827,000 円

特別会員 13 口 17,000 円

・城　　内
・新　　町
・横町・本町
・袋　　町
・東 大 町
・川　　向
・七戸蒼前
・舘　　野
・新 川 原
・小 川 町
・下　　町
・南　　浦
・川 原 町
・向　　町
・柏 葉 町
・大　　池

・上　　町
・荒 熊 内
・七戸大沢
・牧　　場
・治 部 袋
・倉　　岡
・銀 南 木
・南 斗 内
・左　　一
・作　　田
・和　　田
・上 川 目
・西 野 １
・西 野 ２
・道地川目
・上 見 町

・下 見 町
・荒　　屋
・荒 屋 平
・沼 ノ 沢
・野 左 掛
・横 長 根
・一 ノ 森
・川　　去
・営農大学校
・長　　下
・中　　野
・諏　　訪
・手 代 森
・向 中 野
・　 栄
・鳥 谷 部

・十枝内１
・十枝内２
・哘　　１
・哘　　２
・底田 ※２
・市 ノ 渡
・夏間木１
・夏間木２
・栗ノ木沢
・白　　石
・原　　子
・白　　金
・向 原 子
・上原子１
・上原子２
・農　　場

・尾 山 頭
・柳　　平
・後　　平
・馬　　込
・　 曙
・天間蒼前
・坪　　１
・坪　　２
・坪　　３
・金　　沢
・黄　　金
・金　　木
・天間大沢
・道ノ上北
・道ノ上南
・松 ヶ 沢

・　 旭
・千鳥団地
・長下団地
・森　　中
・中野団地
・協　　和
・桜　　木
・ききょう団地
・中　　嶋
・十 字 路
・原 久 保
・狐 久 保
・上 野 崎
・長　　沢
・下 野 崎
・中　　岫

・花　　松
・附　　田
・榎 林 １
・榎 林 ２
・榎 林 ３
・昭　　和
・貝　　塚
・二 ッ 森
・李　　沢
・甲　　田
・石　　沢
・一 本 木
・舟 場 向

・寺　　沢
・天 間 １
・天 間 ２
・天 間 ３
・天 間 ４
・森ノ上１
・森ノ上２
・森ノ上３
・森ノ上４
・森ノ上５
・森ノ上６
・小　　又

社会福祉協議会会費　一般会費・赤い羽根共同募金　毎戸募金　へのご協力、ありがとうございました

【令和 4 年 7 月 1 日～令和 4 年 12 月 15 日受付分】 【令和 4 年 10 月 1 日～令和 4 年 12 月 15 日受付分】

社会福祉協議会会費

赤い羽根共同募金

※１赤い羽根共同募金にご協力
くださった町内会・常会

※２社会福祉協議会会費にご協
力くださった町内会・常会

※1

ボランティア推進校の活動の様子
七戸中の資源リサイクル活動
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社会福祉協議会会費・赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました

●特別会費…一般会員を除く、個人・団体等で加入いただいている会費です。
　本会理事・監事・評議員 13 口

●ピンバッジ募金…ねがいかなうちゃんのピンバッジを進呈した募金です。
　・㈱七戸物産協会（ピンバッジガチャ設置協力）
　・たくさんの企業や七戸町民の皆様、また町外の方にご協力いただきました。

　９月 28日、ホームセンターかんぶん七戸店様から、令和４年８月３日からの大雨により被災
された青森県内の市町村へ向けた「令和４年８月大雨災害青森県義援金」の募金箱設置による
義援金をいただきました。

災害義援金のご協力ありがとうございました

令和 4 年度  社会福祉協議会会費・赤い羽根共同募金　実績報告②

●法人募金…法人 ( 企業 ) を対象とした募金です。
・ 天 間 林 土 地 改 良 区 ・ ㈱ 哘 崎 建 設 ・ 天 間 屋 ・ 濵 中 牧 場 ㈱
・ 天 馬 薬 局 ・ 酒 井 ホ ー ム ・ ㈲ 十 枝 内 運 輸 ・ 浜 村 モ ー タ ー ス ㈲
・ 青森県信用組合七戸支店 ・ 阪 栄 興 業 ㈲ ・ 十和田ガス㈱七戸営業所 ・ ㈲ 日 の 出 設 備 工 業
・ 正 洞 院 ・ 七 戸 貨 物 ㈱ ・ ㈲ 東 北 自 動 車 商 会 ・ 東 八 甲 田 温 泉
・ 石 田 電 気 工 業 ㈱ ・ 七戸クオリティフーズ㈱ ・ ㈱日本システム油屋金太七戸給油所 ・ ㈲ 丸 清 建 設
・ ㈲ 石 上 建 設 ・ 新 栄 機 材 ㈲ ・ 柏 文 社 印 刷 ㈱ ・ 丸 美 屋 商 店
・ 石 橋 輪 業 ㈲ ・ 住友生命保険　青森支社東北七戸支部 ・ ㈲ 原 幸 運 送 ・ 向 中 野 商 会 ㈲
・ キ ュ ー ズ テ ッ ク ㈲ ・ ㈱ 田 中 土 木
・ ㈱ オ ー ル オ ン ・ ㈱ ダ イ ワ 興 業
・ 工 藤 組 ㈱ ・ ㈲ 田 嶋 住 建
・ ク ド ウ 住 建 ㈱ ・ 太 陽 石 油 ㈲
・ ㈱ 倉 岡 素 材 造 林 ・ ㈲ 田 村 住 建
・ 倉 岡 総 合 保 険 ㈱ ・ ㈱ 太 信 塗 装 店
・ 建 築 工 房 ク ー ム ㈲ ・ ツ ク ダ 建 設 ㈱
・ ㈱ 小 坂 興 業 ・ ㈱ 坪 造 林
・ ㈱ 小 又 建 設 ・ 寺 沢 自 動 車

●職域募金…企業・団体・官公庁等の従業員を対象とした募金です。
・青 森 県 営 農 大 学 校 ・ 中部上北広域シルバー人材センター ・ ㈲ 原 幸 運 送
・七 戸 中 央 公 民 館 ・ JA ゆうき青森農業協同組合天間林支店 ・ 東 八 甲 田 温 泉
・あ ぜ り あ 苑 ・ 天 間 林 郵 便 局 ・ ㈱みちのく銀行七戸支店 ・ 向 中 野 商 会 ㈲
・ナーシングセンター柏葉 ・ 公 立 中 央 消 防 署 ・ 上 北 オ ー ト ・ 銘 書 堂
・社会福祉法人　至誠会 障がい者支援施設　一誠園 ・ ㈱ ダ イ ワ 興 業 ・ 七戸町社会福祉協議会
・上北地方教育福祉事務組合 ・ 七 戸 警 察 署 ・ 千 葉 電 気
・中部上北学校給食センター ・ ㈱ 七 戸 物 産 協 会 ・ 照 井 石 油

●募金箱等…募金箱の設置やその他の募金です。
・七 戸 郵 便 局 ・ あぐりサービス㈱天間林店 ・ ホームセンターかんぶん七戸店 ・ サンデー㈱ホームマート天間林店
・㈱ 七 戸 物 産 協 会 ・ イオン七戸十和田駅前店 ・ ㈱スーパーカケモ七戸店 ・ ゆ う ず ら ん ど

社会福祉協議会会費　一般会費・赤い羽根共同募金　毎戸募金　へのご協力、ありがとうございました

社会福祉協議会会費

赤い羽根共同募金

大沢町内会ほのぼの交流会活動の様子

子ども福祉
体験スクール 2022 の様子▶︎

ねがいかなうちゃん
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本会ウェブサイト http://www.7shakyo.com

献血のお知らせ献血のお知らせ
献血は、健康であれば最も身近にできるボランティアです。多くの方のご協力をお願いします。献血は、健康であれば最も身近にできるボランティアです。多くの方のご協力をお願いします。
◆令和５年３月  ２ 日 （木）
　① 10：00～ 11：15　上北地域福祉事務所
　② 12：45～ 13：45　七戸町役場　七戸庁舎
　③ 14：30～ 16：00　公立七戸病院
※開始時間が遅れる場合があります。あらかじめご了承ください。

◆令和５年３月19日 （日）
　① 10：00～ 12：00　イオン七戸十和田駅前店
　② 13：30～ 16：00　イオン七戸十和田駅前店

◆令和５年３月  ２ 日 （木）
　① 10：00～ 11：15　上北地域福祉事務所
　② 12：45～ 13：45　七戸町役場　七戸庁舎
　③ 14：30～ 16：00　公立七戸病院
※開始時間が遅れる場合があります。あらかじめご了承ください。

◆令和５年３月19日 （日）
　① 10：00～ 12：00　イオン七戸十和田駅前店
　② 13：30～ 16：00　イオン七戸十和田駅前店 【担当／原子（恵）】

　
11
月
28
日
（
月
）
に
、
公
益
財
団
法
人
日
本
公
衆
電
話
会
よ
り
、
１
７
１
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
使
用
方
法
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
「
災
害
時
連
絡
方
法
の

て
び
き
」
を
２
０
０
部
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
７
１
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

は
、
災
害
時
に
家
族
な
ど
の
安
否
等
の
情
報
を
音
声
で
録
音
、
確
認
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

　
今
後
、
町
内
の
要
援
護
者
や
そ
の
見
守
り
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
方
々
に
、
訪

問
時
や
研
修
会
等
で
配
布
し
説
明
を
す
る
な
ど
、
本
会
の
事
業
等
で
活
用
す
る

予
定
で
す
。

　
さ
て
、
本
会
で
は
、
七
戸
町
地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
七
戸
町

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
ニ

ー
ズ
を
つ
な
ぎ
、
生
活
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
・
派
遣

等
を
行
う
組
織
で
あ
り
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
七
戸
町
で
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
た
い
と

お
考
え
の
皆
様
は
、
本
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
災
害
発
生
時
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
！

【
担
当
／
小
笠
原
】

日
本
公
衆
電
話
会
よ
り
災
害
時
連
絡
方
法
の
て
び
き
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
！

向町老人クラブ　雑巾の寄贈ありがとうございました

　皆さん、「認知症マフ」を知っていますか？「マフ」は両手を入れる筒状の防寒具です。
その筒の内外にアップリケやボタンなどの飾りをつけた物が「Twiddle Muff」と呼ばれ、
イギリスの病院や高齢者施設で使われているそうです。
　この Twiddle Muff を認知症マフと名付け、朝日新聞厚生文化事業団が普及活動を行って
います。
　認知症になると手元が落ち着かずにソワソワしてしまう方が多いと言いますが、この認
知症マフは、安心できるような肌触りの良い素材等で作るため、手を入れるとあたたかく、
飾りを触ると認知症の方が落ち着くと言います。
　七戸町でも認知症マフを作って、地域で必要としている方に届ける活動をしてみません
か？
　「認知症マフ作り」を通して、認知症の方やそのご家族の方に笑顔やホッと落ち着くひと

ときを届けること、地域の人々の新たなつながりが生まれることを目指して、一緒に活動しましょう！
　認知症マフに興味のある方やボランティア活動がしたい方は、本会までお問い合わせください。　 【担当／小笠原】

　10月11日(火)、向町老人クラブ山本順治会長と斉藤紀子副会長が、城南小学校を訪れ、
地域での要援護者の交流会の中で作成した雑巾270枚を寄贈しました。
　山本会長は、当初はおしめや浴衣を持ち寄って、少しでも何かに役立てたいと考え、雑巾作り
を始めました。
　平成15年から作った雑巾の枚数は4,830枚になります。
　城南小学校の小笠原小百合校長は、「雑巾は何枚あっても助かります。みんなで校舎を
綺麗にします」と感謝の言葉を贈りました。

　次の方々から、心温まるご寄附をいただきました。善意を大切
に地域福祉推進のため、活用させていただきます。【担当／高西】

【令和４年8月～12月受付分】
　10月  4日　　　花松神社　宮司　北守　昭文　様
　10月15日　　　七戸町日本赤十字奉仕団七戸分団
　11月  8日　　　七戸町日本赤十字奉仕団
　12月  6日　　　玉勝温泉　　　　　　

皆様から善意のご寄附、大切に使わせていただきます

認知症マフを作ろう！

LINE公式アカウント
友だち追加お願いします！

雑巾寄贈の様子

“災害時連絡方法のてびき”寄贈の様子


